
 

 

 

 

 

 

 

第 1987 回例会  

平成 31 年 3 月 11 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所４F 

【 会員卓話 】 

新会員 楠部 均 君、森脇 節子 君 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング      「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 42 名   出席者数 23 名 

   出席率 54.76 ％  前回修正出席率 66.67 ％ 

 

４．会長スピーチ      会長 山畑 弥生 君 

皆さん、こんにちは！東日本大

震災から 8 年も経つのですね！

この日（3.11）には、皆さん自

宅にある防災グッズの点検など

して下さいね！ 

では、先ず始めに、会長エレ

クトの寺下さん、一昨日の PETS

出席ご苦労様でした。 

さて、皆さんは、一度はケンタッキーライドチキ

ンを食べたことあると思いますが、創業者のカーネ

ル・サンダースは、世界で一番有名なロータリアン

です。本名は、ハーランド・デーヴィッド・サンダ

ースと云います。カーネルとは、ケンタッキー州に

貢献した人に与えられる称号で名誉大佐と云う意

味だそうです。その店舗の前にあるカーネルおじさ

んの立像の白いスーツの襟元上部にロータリーバ

ッチ、そして、その下には、フリーメイソンの上級

者の人に与えられるミスティックシュラインと云

うバッチが付けられています。つまり彼は、ロータ

リアンでありフリーメイソンでもあったと言う事

です。フリーメイソンと云えば、世界を裏で操って

いる秘密結社でオカルト集団の様に思っていた私

は、何故カーネルおじさんがフリーメイソンだった

のか？驚くと共に興味が湧いて少し調べてみるこ

とにしました。正式名称は、フリーメイソンリーと

云い、入会している会員のことをフリーメイソンと

云います。フリーメイソンとは、自由な石工と云う

意味で、その始まりは、諸説ありますが、16 世紀後

半から 17 世紀初頭のイギリスで生まれ、大聖堂や

城壁（お城）を設計・建設する石工職人の組合が始

まりだとされています。 

この時代には、互いの親睦と友愛と石工技術の交

換や新しい技術の研究開発が主で、技術が会員以外

に流出することを恐れ口頭で技術を伝える秘密結

社としました。一説には漏らした者は、斬首すると

の約束の元で入会し 400 年もの間、この様な事が続

いたそうです。 

近代フリーメイソンリーは、会員同士の親睦を目

的とした友愛団体であり、今も秘密のある結社です

が、慈善活動やボランティア活動など社会貢献をし

ているそうです。世界に会員数が 600 万人以上と云

われ、ロータリーは、122 万人ですから、世界最古

で最大の友愛団体となりますが、日本で入会してい

る人は 2000人位で在日米軍の関係者が大半を占め、

日本人は僅か 1割程しかいないそうです。その中で

有名なのが高須クリニック医院長の高須克弥さん

ですが、彼は、テレビやツイッターなどでフリーメ

イソンの活動を積極的に発信していますが、彼も故

郷である愛知のロータリークラブに入会していて、

メンバーからロータリーの創始者ポールハリスは、

フリーメイソンだったとの説を聞き、秘密結社であ

ることに興味が湧きフリーメイソンリーへの入会

に至ったそうです。入会は会員 2名の推薦と数人の

面接を受けるなど、とてもハードルの高いものであ

り、入会してみると秘密結社と云うだけあって会議

と儀式の連続で、儀式の中身は、全て暗記し（メモ

厳禁）その内容を不用意に外に漏らすと裁判にかけ

られ追放や除名されるそうです。 

ライオンズクラブの創始者メルビン・ジョーンズ

やモーツアルトやベートーベン、ジョージ・ワシン

トンなどもフリーメイソンだったと云われていま

すから、このカーネルおじさんの二つのバッチは一

流人の証、又はステータスシンボルになっていたか

と思われますので、私のフリーメイソンに対しての

偏見は、すっかり消えました。 

では、後程、森脇さんと楠部さんにイニシエーシ

ョンスピーチをお願い致しまして終わります。 
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５．幹事報告                幹事 中村 俊之 君 

○例会臨時変更のお知らせ 

海南ＲＣ  3 月 27 日（水）→3 月 30 日（土） 
18：00～ ふじ白庵「佶楓」 

花見例会 

○休会のお知らせ  
海南ＲＣ  3 月 20 日（水） 

 

６．新会員卓話 

○森脇 節子 君 

皆様、こんにちは。セツ美容室

の森脇 節子です。宜しくお願い

します。 

今日は、野上中に石碑がある祖

父の森脇 光三郎の人生のお話を

させていただきます。私が一歳半

の時、母が病気で病院に運ぶとき、

橋がなく、北野上方を回り病院に運ばれたそうです。

その後、祖父が新橋を造り、尾崎産業のところまで

道を付けたそうです。昭和 28 年の水害の時には、

沢山の橋が流されましたが、新橋だけが残り、今も

利用さて続けています。そのほか、海南市溝ノ口に

銀行を立上げ、今では紀陽銀行となり、大きくなっ

ています。 

祖父母は、働き者で祖父が村長の時、野上中に農

協を立上げ、農業のこと、地方から沢山の牛が運ば

れて、牛のせり市場となり、大いに賑わいました。

祖父母は皆さんに喜んでいただくことが生き甲斐

で、頑張ってこられたと思います。祖父は二十歳で

造り酒屋を創業し、皆さんが休みのときに酒蔵でお

酒を楽しんでいました。祖父母の思い出、感謝して

います。 

十一日は初午でした。お米一俵の御餅、お菓子 20

箱をまきました。皆さんに喜んでいただきました。

有難うございます。 

 

○楠部 均 君 

本日、卓話させていただき、少

しでも自分を知っていただける機

会を与えられたことに感謝します。 

私は、1961 年（昭和 36 年）8

月 17 日生まれで、海南市阪井在住、

57 歳です。 

まず、生い立ちについて話しま

す。幼少期は 3人兄弟の長男で妹二人、当時７人家

族（父方の祖父母も|司居）でした。母親が家族の

中で一番弱い立場にいると子供心に感じていまし

た。そのため、逆に父親への反発心を持 っていま

した。 

父親は既に商売をやっていて、一緒に遊んでもら

った記憶は殆どありませんでした。祖父から傾いて

いる商売を引き継いだので、立て直すのに必死だっ

たのだと思います。父親との思いで、小学校６年の

夏、同級生４人でかじか荘より更に奥の辺りにキャ

ンプに出掛けました。川辺にテントを張りましたが

夕方から豪雨で、気が付けば川の水がテントの側ま

で来ていました。父親に連絡して助けてもらい、そ

の時の父親がとてもカッコよく見えました。 

学生時代は、どうしようもないバカ息子で、中学

から高校２年夏まで卓球部。青春を卓球に注いだ感

はなく、かなりゆるい感じでした。高校２年の文化

祭の打ち上げで、家にあったウイスキーを学校に持

ち込み、飲酒。１週間の停学処分を受けました。東

京への憧れがあり、浪人して東京の大学へ。テニス

＆スキーサークル（当時はやっていた）に入り、サ

ークル活動とアルバイトに精を出していました。勉

強全くしなく、就職活動も適当。いずれ家業を継ぐ

という甘えがあったと思います。 

大学卒業後にたまたま受かった電機機器メーカ

ーに就職。７年間、働いたがふわふわしていました。

本気で何かを成し遂げようと働いていたわけでは

なかったと思います。根底には「どうせ家業を継ぐ

から」という甘えがありました。その間に結婚（い

ずれ和歌山の実家に一緒に帰ることを了承しても

らった上で）。 

30 歳で和歌山に戻り父親の元で家業を手伝うこ

とになりました。住まいは実家でなく和歌山市内の

マンション（妻への配慮）でしたが、知らない街で

の新しい生活で妻が精神的にまいってしまい、再び

東京に戻ることを決心しました。父親を説得し、後

継者を立てて、もう自分が帰ってくる場所がない状

況でした。 

東京での再スタート。ここで初めて自立し、何を

やるか？ どんな仕事に就くか？ 初めて自分の人

生について真剣に考えました。誰かのためになる、

人を幸せにできる仕事、そもそも仕事とはそういう

もの。その時「おもしろきこともなき世をおもしろ

く、すみなすものは心なりけり」高杉晋作の歌に出

会いました。1995 年頃、日本でインターネットの普

及がぼちぼち始まった頃で、インターネットの普及

に寄与できるビジネスをやろうと決意。最初は数名

のベンチャーに就職し、そこで知り合った 2名と一

緒にインターネットのセキュリティの会社を立ち

上げました。最初数年は殆ど売上がない状態で、給

料が取れるようになったのが 3年目の終わりくらい

から。５年目くらいから軌道に乗り毎年倍々で売り

上げが伸びました。８年目に会社の方向性で幹部連

中と意見が食い違い、辞めることを決断。その後イ

スラエルのセキュジティ企業で一昨年の 10 月まで

働きました。 

今回、再度、和歌山に戻るようになった理由は、

一昨年のＧＷに母親が脳梗塞で入院、同じ時期に父

親が大腸がんの手術をしたことです。会社の後継者

は中国の合弁会社の社長で中国人の奥さんと結婚

して子供もいるため、今は、できれば日本に戻りた

くないとのこと。妻とも話をしたところ、彼女の両

親も数年前に他界し私の親への思いを良く理解し

てくれました。このことから、両親の側にいて会社

を継ぐことを決断しました。 

振り返って、学生時代から社会人になっても、ず



っと自分の中に「いずれ家業を継ぐ」という甘えが

あって、本気で必死で何かをやろうとしたことがな

かった。本当の意味で自立したのは再度東京に戻っ

てから。帰る場所もない、その時、自分の人生につ

いて本気で考えました。結果的に 30 歳で和歌山に

帰って、そのまま家業を継いだよりも、東京に出て

行って様々な経験ができたことの方が良かったよ

うに思います。自分は何のために生きているのか？ 

誰かを幸せにするために。今までは自分の家族だっ

たり、社員やその家族だったり。これからは、ロー

タリーを通じて、その対象を少しでも広げていけれ

ばと思っています。そして、「おもしろきこともな

き世をおもしろく、すみなすものは心なりけり」人

生大いに楽しみたいと思います。 

 

７．閉会点鐘 

 

次回例会  2019 年 3 月 25 日（月）12:30～ 

第 1988 回例会 海南商工会議所４F 

会員卓話  綛田 さよ志 君 

 

 
 

 

寺下  卓 君  ＰＥＴＳ、修了しました。 
花畑 重靖 君  木材について 日本から中国

に輸出しています。 
田岡 郁敏 君  和歌山南インターオープンし

ました。 
 

 

 

 

 

水と衛生 
私たちの目標は、ただ井戸を掘るのではなく、き

れいで安全な水、トイレや手洗い場などの衛生設備

を人びとがずっと利用できるようにすることです。 

安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべ

き権利。なのに、汚染水で病気になる人や命を落と

す人が後を絶ちません。未来を担うはずの子どもた

ちは、水汲みなどの労働によって学校に通えず、つ

らい境遇を強いられています。 

私たちの活動は、井戸を掘るだけではありません。

安全な水と衛生設備を提供した上で、衛生や伝染病

予防に関する教育も行うことで、コミュニティ全体

の生活を改善し、子どもの通学率を高めています。 

 

ロータリーと USAID のパートナーシップ 
国際ロータリーと USAID による国際 H2O協力とは、

水と衛生プロジェクト（Water, Sanitation、Hygiene

＝WASH）の改善を通じて長期的な変化をもたらすこ

とを目指す、ロータリーと米国国際開発庁（USAID）

との間のパートナーシップです。 

このユニークな官民合同プロジェクトは、互いの

強みを生かして進められています。グローバルなネ

ットワークを誇るロータリーは、募金や現地での諸

調整を担当し、USAID は活動の立案、実施、システ

ムの運営や管理における現地関係者への指導、地元

の人びとへの教育などを担当しています。 

私たちの活動 

ロータリー会員は、USAID、政府機関と協力し、

地域社会、学校、診療所で、モニタリング、検査、

促進、助言、指導を行います。 

最初の活動は、ドミニカ共和国、ガーナ、フィリ

ピンで水と衛生プロジェクトを実施し、第 2の活動

として、ロータリーと USAID が共同で、ガーナ、マ

ダガスカル、ウガンダの各国に 400 万ドルの支援を

行うことを決定しました。ロータリーが約束した各

国の 200 万ドルの支援金のうち、その国のロータリ

ークラブが、20 万ドルを募金することを目指してい

ます。 

スポットライト：ガーナ 

ガーナでは 600 万

人が、きれいな水・

衛生的な施設を利用

できず、水に関連し

た病気にかかりやす

い状況にさらされて

います。ガーナで発

症する病気の 70％は、劣悪な水と衛生環境に起因し

ています。 

ガーナのロータリー会員は、USAID および地域の

政府機関と協力しています。ロータリー会員は、井

戸を掘り、トイレを改善し、水と衛生プログラムを

支援し、現地関係者を指導し、水と衛生の大切さに

ついて認識向上を行っています。 

 

安全な水を提供し、適切な衛生環境を

整える政府プロジェクトを実施する上で、

ロータリーほど優れたパートナーを見つ

けることはできません」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



ロータリークラブがブラジル全国で 

ポリオとはしかの予防接種を支援 
予防接種率の急激な低下を食い止めようと 会員

が 1,100 万人の子どもへの予防接種に立ち上がる 

昨年、ブラジル衛生当局は、ポリオ予防接種率の急

激な低下を報告しました。これは、ポリオの大流行

の危険をもたらしかねません。これを食い止めよう

と行動を起こしたのが、ブラジルのロータリークラ

ブです。2 カ月間におよぶ大規模な予防接種キャン

ペーンにより、ブラジルの 1100 万人以上の子ども

が予防接種を受け、接種率の急激な低下に歯止めが

かかりました。 

ブラジル政府によると、国内の 300 以上の市町村

で、インフルエンザ、はしか、ポリオの予防接種率

が低下しており、保健省は

これを「非常に深刻な状

況」と警告していました。 

国内でははしかが大流行

し、最終的に 1,500 人以上

が罹患したことから、保健

当局はポリオウイルスの

再発生も懸念していまし

た。そこで、少なくとも 1

歳から 5 歳までの子ども

の 95 パーセントに予防接種を行うことを目標に、8

月 6 日～ 9 月 28 日にかけてブラジル全国で大規模

な予防接種キャンペーンが実施されました。 

はしかの症例は、北部州に集中して発生しました。

ここには、経済的・政治的な苦境から逃れて何千人

ものベネズエラ難民が国境を越えてやって来ます。

ベネズエラの保健制度は危機的状態にあり、難民の

多くは予防接種を受けていませんでした。 

ロータリーのポリオ撲滅活動で地域コーディネ

ーターを務めるマルセロ・ハイックさんは、「ブラ

ジルのロータリーリーダーは、ポリオウイルスが再

発生する可能性を非常に恐れていました」と振り返

ります。ロータリーのリーダーは、まひを起こさせ

る病気の危険から何百万人もの子どもを救うため、

予防接種を行う保健ワーカーを支援しようと立ち

上がりました。 

キャンペーン中、1100 万人以上の子どもが予防接

種を受け、世界保健機関の推奨に応じて、子どもの

95 パーセントに予防接種をするという政府の目標

が達成されました。ハイックさんによると、国内の

すべてのロータリークラブが何らかの形でこのキ

ャンペーンに参加しました。 

クラブと地区が予防接種について人びとに知ら

せ、多数のクラブがパンフレットを作成し、それを

学校や人通りの多い交差点などで配りました。また

キャンペーンは、ほかの方法でも伝えられています。 

バイク愛好家のロータリアン親睦活動グループ

は、バイクに「End Polio Now」のバナーを付けて、

サンパウロのジュンディアイ市内を走りました。数

十のクラブが、ポリオ撲滅のための予防接種行事を

実施。地元の

有名人も参加

した行事では、

食べ物の提供

や、余興、ゲ

ームが行われ

ました。また、

保健ワーカー

たちによる子どもへの経口ポリオワクチンの投与

も行われました。主要な高速道路の脇に、照明付き

の看板を設置したクラブもありました。 

第 4670 地区のクラブ会員は、主要なサッカー試

合の休憩時間中に競技場に出て、大きな「End Polio 

Now」バナーを掲げました。国内のほかのクラブも、

競輪やマラソンなどのスポーツ行事を利用して、予

防接種について伝えました。 

ハイックさんとその他のポリオ撲滅コーディネ

ーターは、予防接種センターへの支援のほか、地元

の政治家やセンターで働く保健ワーカーに連絡を

取るようクラブに呼びかけました。 

フェイスブックやその他のソーシャルメディア

に広告を掲載し、情報を伝えたクラブもありました。 

 大きな社会・文化行事や、リスクの高い地域で、

予防接種キャンペー

ンについて伝えるト

ラックを走らせた地

区やクラブもありま

した。 

もう一人のポリオ

撲滅コーディネータ

ー、ペドロ・ドゥランさんは、「ロータリーのキャ

ンペーンは広く知れ渡りました」と話します。「皆

が支援に立ち上がったのです」とドゥランさん。「ブ

ラジル全国のクラブと地区が参加したことをうれ

しく思います。私は 1991 年にロータリアンになり

ましたが、これほどの熱意を目にしたのは初めてで

す」 

ブラジルのロータリーリーダーは、今回の活動の

成功が、自国だけでなく、ポリオの再発生のリスク

があるほかの国のクラブと地区への勇気づけとな

り、ポリオワクチンと、命を救うその他のワクチン

の予防接種の重要性について今後も伝え続けて欲

しいと願っています。 

この記事は、「Revista Rotary Brasil」の記事か

らの抜粋です。 
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